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No.7

仕事の仕事の

窓

　
農
林
水
産
省
が
進
め
る
農
林
水
産
物
・

食
品
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｆ
Ｐ
）

の
沖
縄
版
と
し
て
、
令
和
５
年
６
月
に

「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
本

島
だ
け
で
な
く
離
島
か
ら
の
輸
出
に
取

り
組
む
事
業
者
へ
の
支
援
を
強
化
す
べ

く
、
令
和
５
年
11
月
９
・
10
日
に
「
Ｇ

Ｆ
Ｐ
輸
出
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト
in
石
垣
島
・
宮
古
島
」
を
そ
れ

ぞ
れ
開
催
し
、
両
会
場
と
も
50
名
規
模

の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
離
島
発
の
輸
出
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
や
台
湾
等
輸
出
先
の
現
地

ニ
ー
ズ
の
紹
介
な
ど
、
輸
出
に
取
り
組

む
際
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
行
う
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
マ
ッ
チ

交流会の様子（宮古島）

キックオフセミナーの様子（石垣島）

ン
グ
や
交
流
会
を
開
催
し
て
事
業
者
同

士
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る
機
会
を
設

け
ま
し
た
。
実
際
に
離
島
か
ら
輸
出
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
の
方
か
ら
は
、

「
普
段
か
ら
共
に
輸
出
に
取
り
組
め
る
仲

間
を
求
め
て
お
り
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

で
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
有

意
義
だ
っ
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
「
Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
」
で
は
、
特

色
あ
る
産
品
を
有
す
る
離
島
か
ら
の
輸

出
を
、
事
業
者
の
方
の
意
向
も
踏
ま
え

つ
つ
継
続
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
内
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
に
向
け
、Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
を
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
沖
縄
総

合
事
務
局
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

Ｇ
Ｆ
Ｐ
沖
縄
事
務
局
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「
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
３
in
宮
古
島
」を

開
催
し
ま
し
た
！

　
令
和
５
年
11
月
15
日
、
農
林
水
産
部

で
は
、
実
際
に
農
業
生
産
に
携
わ
る
方

に
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
よ
り
身
近
に

感
じ
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ
と

う
き
び
の
主
力
産
地
で
あ
る
宮
古
島
市

に
お
い
て
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
in
宮
古
島
」
を

開
催
し
、
82
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
よ
り
一
層
の
普
及
を
目
的
に
、

第
１
部
で
は
、
沖
縄
県
内
の
ス
マ
ー
ト

農
機
の
活
用
・
普
及
状
況
、
九
州
・
沖

縄
地
域
で
の
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
事
例
、
化
学
肥
料
の

使
用
量
の
低
減
等
の
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
実
現
に
向
け
普
及

可
能
な
技
術
な
ど
に
つ
い
て
、
講
演
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
実
際
に
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
を
見
て
実
感
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
さ
と
う

き
び
栽
培
の

省
力
化
を
実

現
す
る
も
の

と
し
て
導
入

が
期
待
さ
れ

て
い
る
ス

マ
ー
ト
農
機

スマート農機実演会の様子①

スマート農機実演会の様子②

講演の様子

（
ビ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
タ
ー
、
ド
ロ
ー
ン
）

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
ス
マ
ー
ト
農

業
の
普
及
に
向
け
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育

成
が
必
要
」
や
「
自
分
の
よ
う
な
小
規

模
農
家
で
も
導
入
で
き
る
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沖
縄
総

合
事
務
局
で
は
、
今
後
も
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
労
働
力
確
保
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
今
回
い
た
だ

い
た
ご
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
ロ

ボ
ッ
ト
、Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
先
端
技
術

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
現

場
へ
の
実
装
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
　
生
産
振
興
課
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離
島
か
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農
林
水
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食
品
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輸
出
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進
！
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縄
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沖縄総合事務局HP
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◆近代遺産を巡る①

沖縄歴史の散歩道
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

仲尾トンネル（名護市）

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。N H Kドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

　
1
8
7
9
年
（
明
治
12
）、
廃
藩
置
県

に
よ
り
琉
球
王
国
は
滅
び
「
沖
縄
県
」

が
設
置
さ
れ
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま

す
。
沖
縄
の
文
化
財
や
史
跡
と
い
う
と

琉
球
王
国
の
時
代
の
も
の
が
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
ま
す
が
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
以
外

の
歴
史
の
営
み
が
残
っ
て
お
り
、
近
代

の
文
化
遺
産
も
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
な
っ
て
か
ら
の
特
徴
は
、

輸
送
や
移
動
の
手
段
と
し
て
陸
上
交
通

網
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
す
。

琉
球
の
時
代
に
も
「
宿
道
」
と
呼
ば
れ

る
街
道
は
あ
り
ま
し
た
が
、
輸
送
の
メ

イ
ン
と
し
て
は
海
上
交
通
で
、
宿
道
の

各
所
は
馬
車
が
通
れ
な
い
険
し
い
も
の

で
し
た
。
こ
れ
ら
を
大
規
模
工
事
に
よ
っ

て
「
車
道
」
と
し
て
活
用
で
き
る
近
代

道
路
に
変
え
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

1
8
8
4
年
（
明
治
17
）
の
那
覇
―
首

里
間
や
翌
年
の
首
里
―
与
那
原
間
の
道

路
整
備
が
そ
の
さ
き
が
け
で
す
。

　
近
代
道
路
整
備
の
な
か
で
沖
縄
に
初

め
て
登
場
し
た
の
が「
ト
ン
ネ
ル
」で
す
。

起
伏
の
激
し
い
地
形
を
掘
削
し
、
道
を

通
す
と
い
う
こ
と
は
琉
球
の
時
代
に
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
の
ト
ン
ネ

ル
は
現
在
の
国
道
58
号
線
、
北
谷
グ
ス

ク
付
近
に
あ
っ
た
北
谷
ト
ン
ネ
ル
で

1
9
0
5
年
（
明
治
38
）
に
開
通
し
て

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
沖
縄
戦
直
前
の

1
9
4
4
年
に
軍
用
道
路
建
設
で
県
道

（
那
覇
―
読
谷
間
）
の
拡
張
工
事
の
た
め

に
と
り
壊
さ
れ
、
現
在
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
1
9
1
9
年
（
大
正
８
）
に
は
名
護

市
の
羽
地
に
仲
尾
ト
ン
ネ
ル
が
、

1
9
2
0
年
（
大
正
9
）
に
は
国
頭
村

と
大
宜
味
村
の
境
付
近
に
大
国
ト
ン
ネ

ル
が
、
1
9
2
4
年
（
大
正
13
）
に
は

戻る道（国頭村）戻る道（国頭村）

ワイトゥイ（うるま市勝連）ワイトゥイ（うるま市勝連）

今
帰
仁
村
の
運
天
ト
ン
ネ
ル
が
そ
れ
ぞ

れ
開
通
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
仲
尾
ト

ン
ネ
ル
や
運
天
ト
ン
ネ
ル
は
丘
陵
に
囲

ま
れ
た
重
要
な
港
湾
拠
点
と
他
の
地
域

と
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
た
め
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
海
上
交
通
と
陸
上

交
通
の
連
結
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
と
い

う
発
想
が
、
こ
の
時
代
に
顕
著
と
な
っ

た
の
で
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
だ
け
で
な
く
、
移
動
を
阻

む
丘
陵
や
岩
を
削
っ
て
道
路
を
建
設
す

る
こ
と
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
9
1
2

年
（
大
正
元
）
の
国
頭
村
の
宜
名
真
か

ら
北
の
辺
戸
へ
と
向
か
う
山
道
（
い
わ

ゆ
る
「
戻
る
道
」）
や
、1
9
3
5
年
（
昭

和
10
）
に
丘
陵
を
ま
る
ご
と
掘
削
し
て

建
設
さ
れ
た
う
る
ま
市
勝
連
の
「
ワ
イ

ト
ゥ
イ
（
割
り
取
り
）」
の
道
な
ど
で
す
。

大
規
模
な
土
木
工
事
で
人
や
モ
ノ
の
往

来
も
よ
り
便
利
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。
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